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平
成
二
十
一
年 

四
月
三
十
日 

     

日 

本 

放 

送 

協 

会 

会 

長 

福 

地 

茂 

雄 
殿 

         

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
リ
ー
ズ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
第
一
回
放
送 

「
ア
ジ
ア
の 

“
一
等
国 

”」
に
対
す
る
見
解
・
抗
議
及
び
回
答
要
請 

        

仙
台
市
青
葉
区
●
●
●
●
●
●
●
●
● 

宮 

城 

県 

日 

台 

親 

善 

協 

会 

会 

長 

相 

沢 

光 

哉 
 

仙
台
市
若
林
区
●
●
●
●
●
●
●
●
● 

日
本
李
登
輝
友
の
会
宮
城
県
支
部 

支
部
長 

嶋 

津 

紀 

夫 
    

※
ご
回
答
は
、
宮
城
県
日
台
親
善
協
会
に
五
月
二
十
日
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
リ
ー
ズ
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
第
一
回
放
送 

「
ア
ジ
ア
の 

“
一
等
国 

”」
に
対
す
る
見
解
・
抗
議
及
び
回
答
要
請 

   

さ
る
四
月
五
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
シ
リ
ー
ズ
「
ア
ジ
ア
の 

“
一
等
国 

”」
が
放
送
さ
れ
た
が
、
五
十

年
に
及
ん
だ
日
本
の
台
湾
統
治
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
は
、
極
め
て
反
日
的
、
自
虐
史
観
的
な
意
図

の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
偏
向
番
組
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

新
た
に
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
映
像
や
登
場
し
た
台
湾
人
の
コ
メ
ン
ト
も
、
視
聴
者
に
日
本
が
悪
し
き
植
民

地
支
配
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、
編
集
の
段
階
で
恣
意
的
に
操
作
さ
れ
、
歪
曲
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
疑
い
の
余
地
が
な
い
。 

 

例
え
ば
、
画
面
に
度
々
登
場
す
る
柯
徳
三
氏
は
「
母
国
は
日
本
、
祖
国
は
台
湾
」
の
著
者
で
、
日
本
語
世

代
の
台
湾
知
識
人
の
一
人
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
発
言
は
日
本
に
対
す
る
批
判
や
不
満
を
述
べ
た

部
分
の
み
で
、
の
ち
に
放
映
内
容
を
見
た
氏
自
身
が
「
一
番
伝
え
た
か
っ
た
（
日
本
統
治
の
功
の
）
部
分
は

こ
と
ご
と
く
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
裏
切
ら
れ
た
。」
と
憤
慨
し
て
い
る
と
い
う
。（
週
刊
新
潮
四
月
二

十
三
日
号
） 

 

ま
た
、
台
湾
の
近
代
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
後
藤
新
平
に
つ
い
て
も
、
彼
が
主
導
し
た
基
隆
港
や

縦
貫
鉄
道
の
整
備
は
、
当
時
の
主
要
産
物
で
あ
っ
た
樟
脳
で
儲
け
る
た
め
だ
っ
た
と
、
子
供
じ
み
た
理
由
に

置
き
換
え
、
彼
の
功
績
を
矮
小
化
し
貶
め
て
い
る
。 

 

一
昨
年
六
月
、
後
藤
新
平
生
誕
一
五
〇
周
年
を
記
念
し
、
第
一
回
後
藤
新
平
賞
が
台
湾
の
元
総
統
李
登
輝

氏
に
贈
ら
れ
た
。
そ
の
授
賞
式
が
東
京
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
が
、
児
玉
源
太
郎
台

湾
総
督
の
下
、
民
生
長
官
と
し
て
志
の
高
い
経
営
哲
学
、
大
胆
な
構
想
力
、
卓
抜
た
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、

台
湾
の
開
発
発
展
に
敏
腕
を
ふ
る
っ
た
後
藤
新
平
の
器
量
の
大
き
さ
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
浅
薄

な
検
証
は
全
く
悪
意
に
満
ち
た
見
当
違
い
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

さ
ら
に
「
人
間
動
物
園
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
の
先
住
民
族
パ
イ
ワ
ン
族
に
関
す
る
映
像
と
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
、
皇
民
化
の
動
き
を
宗
教
弾
圧
と
し
、
同
化
政
策
を
「
民
族
自
決
」
を
無
視
し
た
植
民
地
支
配
の
悪
例

と
決
め
つ
け
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
当
時
の
世
界
の
常
識
や
国
際
情
勢
に
目
を
つ
ぶ
り
、
現
代
社
会
の
価
値

観
を
押
し
付
け
る
無
謀
な
歴
史
認
識
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

 

五
十
年
間
に
わ
た
る
日
本
の
台
湾
統
治
は
、
今
日
の
視
点
で
見
れ
ば
、
日
台
双
方
に
と
っ
て
光
と
影
、
功

と
罪
の
様
々
な
評
価
が
生
ま
れ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
激
し
い
抗
争
や
不
服
従
、
秩
序
を
保
つ
た
め
の
過
酷
な

刑
罰
、
日
常
生
活
で
の
差
別
や
強
制
な
ど
、
過
ち
や
悲
劇
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
列
強

に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
が
植
民
地
と
さ
れ
て
い
た
帝
国
主
義
・
覇
権
国
家
全
盛
の
時
代
背
景
を

考
え
れ
ば
、
欧
米
植
民
地
が
搾
取
圧
政
型
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、
日
本
の
そ
れ
は
、
明
ら
か
に
固
有
の
地
政

学
的
意
図
の
下
で
の
殖
産
興
業
・
民
生
向
上
・
富
国
強
兵
を
柱
と
し
た
近
代
国
家
建
設
志
向
型
で
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。 

 

植
民
地
経
営
そ
の
も
の
が
正
当
性
を
失
っ
て
い
る
二
十
一
世
紀
か
ら
見
れ
ば
短
絡
的
な
異
論
が
出
る
か

も
し
れ
な
い
が
、「
（
数
世
紀
に
及
ぶ
）
世
界
の
植
民
地
の
中
で
、
社
会
経
済
の
近
代
化
の
観
点
か
ら
み
て

台
湾
ほ
ど
の
成
功
を
み
せ
た
地
域
は
他
に
は
な
い
」（
渡
辺
利
夫
著
「
新 

脱
亜
論
」）
と
見
る
の
が
正
し
い

歴
史
眼
で
あ
る
。 

 

国
際
社
会
で
良
好
な
友
好
関
係
を
築
く
に
は
長
い
年
月
が
必
要
で
あ
る
が
、
特
に
大
切
な
の
は
両
国
民
が

記
憶
す
る
歴
史
的
事
実
が
、
喜
び
、
感
謝
、
敬
愛
、
信
頼
を
と
も
な
う
感
情
で
子
孫
に
伝
え
ら
れ
て
い
く
こ

と
に
あ
る
。
例
え
ば
、
ト
ル
コ
は
大
の
親
日
国
で
あ
る
が
、
一
八
九
〇
年
、
当
時
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
海
軍
エ

ル
ト
ウ
ー
ル
ル
号
が
和
歌
山
県
沖
で
難
破
し
た
際
、
日
本
が
官
民
あ
げ
て
そ
の
救
出
に
死
力
を
尽
く
し
、
生

存
者
六
十
九
名
全
員
を
わ
が
国
軍
艦
で
ト
ル
コ
に
送
還
、
多
額
の
弔
慰
金
を
遺
族
に
贈
っ
た
こ
と
が
日
本
の
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武
士
道
精
神
の
発
露
と
し
て
高
く
賞
賛
さ
れ
、
今
日
に
続
く
深
い
絆
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
台
湾
は
ア
ジ
ア
で
最
も
親
日
的
な
国
で
あ
る
。
日
本
と
の
正
式
国
交
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
・

文
化
・
観
光
で
の
交
流
は
活
発
で
、
シ
ー
レ
ー
ン
の
確
保
や
わ
が
国
の
ア
ジ
ア
外
交
の
パ
ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ッ

ク
ス
の
面
で
も
、
日
台
間
の
実
質
的
な
相
互
互
恵
関
係
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

 

産
経
新
聞
の
「
正
論
」
で
評
論
家
の
鳥
居
民
氏
は
、「
日
本
の
統
治
を
離
れ
六
〇
年
、
年
若
い
世
代
を
含

め
た
台
湾
の
人
々
が
、
尊
敬
す
る
国
、
移
住
し
た
い
国
の
筆
頭
に
日
本
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
の
日

本
の
統
治
に
不
快
感
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
理
由
だ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
正
鵠
を
得
て

い
る
。
番
組
制
作
者
に
尐
し
で
も
公
平
・
公
正
を
心
が
け
る
気
持
が
あ
れ
ば
、
台
湾
で
の
取
材
の
中
で
い
く

ら
で
も
そ
の
よ
う
な
声
を
聴
け
た
筈
だ
。 

 

し
か
し
、
制
作
者
の
意
図
は
全
く
正
反
対
だ
っ
た
か
ら
、
聴
こ
え
て
も
聴
く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
実
際
、
番
組
で
は
、
蒋
介
石
軍
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
悲
惨
な
二
・
二
八
事
件
も
、
台
湾
の
人
々

が
日
本
人
化
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
か
の
よ
う
な
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
金
美
齢
氏
は
か
ね
が

ね
、
二
・
二
八
事
件
が
台
湾
人
に
与
え
た
衝
撃
の
大
き
さ
は
、
無
実
の
市
民
が
大
量
虐
殺
さ
れ
た
事
実
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
規
律
正
し
い
日
本
軍
兵
士
に
比
べ
、
新
た
な
統
治
者
と
し
て
や
っ
て
来
た
中
華
民
国
軍
兵

士
の
あ
ま
り
の
暴
虐
・
蛮
行
・
強
欲
ぶ
り
を
目
撃
し
た
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
、
改
め
て
「
日
本
精
神
」
の
素

晴
ら
し
さ
が
理
解
で
き
た
と
い
う
。 

 

番
組
制
作
者
に
金
美
齢
氏
の
証
言
や
感
慨
は
到
底
届
か
な
い
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
制
作
者
の
意
図
は
次
の

よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
戦
前
の
日
本
は
あ
く
ま
で
も
加
害
者
で
あ
り
、 

“
一
等
国 

”
を
目
指
し
て
突
き
進
ん
だ
結
果
の
日
本
の
真
実
の
姿
は
、
欺
瞞
に
満
ち
た
侵
略
国
家
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
日
本
人
が
は
っ
き
り
と
自
覚
し
、
反
省
し
、
台
湾
の
人
々
に
も
ア
ジ
ア
の
人
々

に
も
心
か
ら
謝
罪
し
な
け
れ
ば
真
の
友
好
関
係
は
築
け
な
い
の
だ
、
と
い
う
の
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
番
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
の
で
は
な
い
の
か
。 

 

こ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
の
は
、
放
送
後
、
厳
重
な
抗
議
声
明
を
送
っ
た
日
本
李
登
輝
友
の
会
の
小
田

村
四
郎
会
長
に
対
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
番
組
責
任
者
の
河
野
伸
洋
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
文
で
あ
る
。
そ
れ
を
読
む
と
「（
植
民
地
時
代
の
差
別
、
戦
争
の
深

い
傷
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
）
歴
史
の
事
実
を
、
日
本
と
ア
ジ
ア
が
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
の
絆
を

見
出
し
た
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
番
組
で
耳
慣
れ
な
い
言
葉
と
し
て
槍
玉
に
上
が
っ
た
「
日
台
戦
争
」

に
つ
い
て
は
、「
こ
の
戦
い
の
研
究
を
進
め
て
い
た
日
本
の
専
門
家
が
一
九
九
〇
年
代
に
名
付
け
、
以
後
研

究
者
の
間
で
は
こ
の
表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」
と
舞
台
裏
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。 

 

こ
の
二
つ
の
考
え
方
、
言
い
方
は
、
制
作
者
の
意
図
を
見
事
に
炙
り
出
し
て
い
る
。
前
者
は
、
明
ら
か
に

東
京
裁
判
や
村
山
談
話
に
脈
絡
す
る
自
虐
史
観
、
左
翼
反
日
思
想
そ
の
も
の
で
あ
り
、
敗
戦
直
後
の
ウ
ォ

ー
・
ギ
ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
呪
縛
か
ら
依
然
脱
し
て
い
な
い
。
後
者
の
「
日
台

戦
争
」
な
る
言
葉
は
、
従
軍
慰
安
婦
や
单
京
大
虐
殺
な
ど
無
実
体
・
名
称
化
と
軌
を
一
に
す
る
似
非
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
で
あ
り
、
左
翼
学
者
が
従
軍
慰
安
婦
の
二
匹
目
の
ど
じ
ょ
う
を
狙
っ
て
の
類
で
あ
ろ
う
が
、
公
共
放

送
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
新
放
送
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
の
使
用
を
な

ぜ
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
怠
慢
と
し
か
思
え
な
い
。 

番
組
の
最
後
で
再
び
「
皇
民
化
運
動
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
の
名
の
下
に
軍
国
主
義
に
傾
斜

す
る
台
湾
の
有
様
を
、
日
本
語
世
代
の
老
人
達
に
教
育
勅
語
を
暗
唱
さ
せ
、
軍
歌
を
歌
わ
せ
る
こ
と
で
、「
日

本
統
治
の
深
い
傷
」
に
収
斂
さ
せ
て
い
る
。
番
組
制
作
者
の
深
意
は
、
愛
国
心
よ
り
も
不
戦
平
和
を
上
位
に

置
い
て
い
る
よ
う
だ
。
時
代
の
変
遷
を
無
視
す
る
こ
の
よ
う
な
思
想
・
考
え
方
で
戦
前
の
日
本
を
断
罪
す
る

こ
と
は
、
余
り
に
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
ま
い
か
。
い
ま
日
本
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
敗
戦
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
の
泥
沼
か
ら
抜
け
出
し
、
自
信
と
誇
り
と
勇
気
を
持
っ
て
未
来
に
立
ち
向
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。 
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以
上
、
今
回
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
番
に
関
す
る
見
解
を
述
べ
、
納
得
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
抗
議
の
意
向
を
示

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
最
後
に
次
の
三
点
に
つ
い
て
ぜ
ひ
回
答
を
お
願
い
し
た
い
。 

  

１
．
今
回
の
放
送
は
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ビ
ュ
ー
第
一
回
放
送
と
銘
打
た
れ
、
横
浜
開
港
以
来
、
昭
和
二
〇
年 

の
敗
戦
ま
で
の
近
代
史
を
検
証
す
る
シ
リ
ー
ズ
と
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
に
は
賛
同
す
る
が
、
第
一 

回
の
台
湾
統
治
を
見
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
た
諸
点
に
つ
い
て
の
疑
問
と
懸
念
は
消
え
な
い
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
影
響
力
の
大
き
い
公
共
放
送
で
あ
り
、
と
か
く
問
題
の
多
い
近
現
代
史
に
つ
い
て
は
、「
新 

放
送
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
則
っ
た
公
平
・
公
正
な
取
り
扱
い
に
十
分
留
意
し
、
専
門
家
も
一
方
に
偏
る
こ

と
の
な
い
よ
う
配
置
し
、
今
後
の
制
作
方
針
に
つ
い
て
も
公
共
放
送
と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き

と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

 

２
．
第
一
回
の
内
容
を
見
て
取
材
を
受
け
た
台
湾
人
が
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
裏
切
ら
れ
た
」
と
発
言
し
た
と
報
道 

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
重
い
と
思
う
。
今
回
の
放
送
は
、
日
台
間
に
不
要
な
軋
轢
を
生
み
、
疑
心
暗 

鬼
を
助
長
し
、
ひ
い
て
は
日
本
に
対
す
る
幻
滅
感
、
不
快
感
を
増
幅
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
友
好
親
善
関
係 

や
日
本
の
国
益
を
損
な
う
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。
テ
ロ
ッ
プ
等
で
の
発
言
の
補
正
や
説
明
の
追
加
な
ど
、 

誤
解
を
招
き
や
す
い
箇
所
の
修
正
を
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

 

３
．
表
現
の
自
由
、
報
道
の
自
由
と
の
兼
ね
合
い
で
考
え
て
見
て
も
、
例
え
ば
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
制
作 

ス
タ
ッ
フ
が
極
端
な
言
論
に
走
っ
た
場
合
に
、
組
織
と
し
て
公
共
性
・
公
平
性
の
確
保
を
い
つ
、
ど
こ
で
、 

ど
う
行
う
の
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
基
本
的
姿
勢
が
問
わ
れ
る
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。 

経
営
委
員
会
や
視
聴
者
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
含
め
、
幅
広
い
議
論
で
公
正
・
中
立
の
追
求
に
つ
と
め 

る
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

  
 
 
 
 

平
成
二
十
一
年 

四
月
三
十
日 

  

仙
台
市
青
葉
区
●
●
●
●
●
●
●
●
● 

宮 

城 

県 

日 

台 

親 

善 

協 

会 

会 

長 

相 

沢 

光 

哉 
 

仙
台
市
若
林
区
●
●
●
●
●
●
●
●
● 

日
本
李
登
輝
友
の
会
宮
城
県
支
部 

支
部
長 

嶋 

津 

紀 

夫 
   

日 

本 

放 

送 

協 

会 

会 

長 

福 

地 

茂 

雄 

殿 

  

※
ご
回
答
は
、
宮
城
県
日
台
親
善
協
会
に
五
月
二
十
日
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


